
【様式】 

令和７年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（   飯野高等学校 定時制   ） 

 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 地域から愛され信頼される学校「“自分らしさ”が、ここにある！」 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

育成をめざす資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー） 

１ 自分と他者の違いを認め、自分を大切にし、他者を思いやることができる生徒 

２ 基礎基本の力を身に着け、信頼される社会人として地域に貢献できる生徒 

３ あいさつをはじめ、他者と適切なコミュニケーションがとれる生徒 

ありたい 

教職員の姿 

〇生徒一人ひとりが自らの目標に向かって真剣に取り組むことができるよう、生徒のよき理

解者となり、適切なサポートができる教職員 

〇学習指導や生徒指導などの指導力向上をめざして、ともに学びあい学び続ける教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

【生徒】 

確かな学力の確立と進路実現 

【保護者】 

  学校からの丁寧な情報発信 

【地域】 

  地域に貢献できる人材育成 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

〈保護者〉 

  高校卒業後の進路実現 

〈中学校〉 

不登校経験者や外国人生徒等、多様

な生徒の受け入れ 

〈企業等〉 

社会人としての基礎力の養成 

〈保護者〉 

  本校の教育活動に対する理解と協力 

〈中学校〉 

学校生活に適応できる生徒の育成及び

情報共有 

〈企業等〉 

在学中の雇用と卒業時の正規雇用 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

・定時制に学ぶ優秀な人材を社会に送り出す重要な役割を担っている。そのため生徒

が安心して社会に出られるような環境整備が必要になる。時間はかかるかもしれな

いが、地元企業や鈴鹿商工会議所とも連携して、インターンシップや体験活動等の

充実を図る必要がある。 

・定時制は全日制に比べると教員数が少ないので、鈴鹿市内の経験豊かなシニア等

の外部人材を活用できるようなプログラムづくりも必要になるのではないか。多様な

人材の活用により、更なる教育の充実を目指してもらいたい。 
・様々な背景や事情を持った生徒を幅広く受け入れている。入学した多様な生徒たち
の経験や思いを中学生に話す機会をもっとつくってもらいたい。そうすれば鈴鹿市
内の中学生も将来に向けて夢を描くことができるようになるのではないか。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

地域の定時制高校の拠点として、働きながら学びたい生徒、不登校経験のある生徒、 

学び直しをしたい生徒等、本校に対する多様な期待をもって入学してきた生徒に対し

て、一人ひとりの状況に応じた教育を行っている。こうした丁寧できめ細やかな教育を

通じて、成果、実績を積み重ねてきており、地域からの期待、信頼は厚い。 

 一方、一部の生徒には、家庭の事情により学校を休みがちになったり、進路変更を 

余儀なくされる生徒がいる。こうしたことから、関係機関及びＳＳＷ等の専門員と連携しな

がら、当該生徒が学校生活を継続できるよう支援する必要がある。 



学校運営等 

 一人ひとりの生徒の課題に応じて、教職員がきめ細やかな対応ができている。教職員

数か少ないため、教職員間の情報共有が進む一方、校務分掌においては、一人で複

数の分掌を担当するなど、独自の工夫が必要である。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

１ 生徒一人ひとりの進路実現をめざし、基礎・基本の定着を図る 

２ 人とのつながりを大切にし、コミュニケーション能力の育成をめざした学習活動の推進 

① 授業規律や出席を重んじるとともに、学習意欲を向上させ、安心して登校し落ち着

いて学習に取り組むことができるよう生活・学習の両面から支援し、学力の向上を図

る。 

② 自他を尊重する人権意識と自己有用感を高め人間関係形成能力を育成する。 

③ 進路保障の充実を図る。特に外国人生徒の進路保障に向けて一層強化する。 

④ 特別支援体制の充実や個に応じた生徒指導を推進するために外部との連携を取り

ながら効果的な支援体制を構築する。 

⑤ 地域教育力の導入及び生徒が地域や小中学生と交流を行うなど、地域に目を向け

させ、地域に貢献できる人材を育成する。 

学校運営等 

① 生徒や保護者にとって安心安全な教育環境を整えるために、適切な情報管理と生

徒・保護者のニーズの把握を行う。 

② 生徒、保護者、地域へ教育内容を積極的に情報発信して、定時制生徒への理解と

協力を深める。 

③ 生徒の多様なニーズに応えるため、ＪＳＬカリキュラムや特別支援教育に関する研修

等を推進して、教職員の専門性や指導力の向上を図る。 

④ 生徒の学習意欲や学力向上のために相互参観や研修を行い、授業力向上を推進

する。 

⑤ 教職員が充実した業務を行うため、総勤務時間の縮減や職場の環境整備に取り組

む。 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

 

【アドミッション・ポリ

シー】 

（普通科） 

○ 本校の特色をよく理解し、目的意識が明確で学習意欲があり、かつ学校生活を

適正に行うことができる者。 

 

５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

① 授業規 

律の確立、

学習意欲の

向上、 

 

 

（１） 規範意識の確立                               

【活動指標】 校内、校外の巡回指導を実施 

【成果指標】 問題行動による特別指導件数年間１０件以下 

 

（２）基本的生活習慣の確立 

【活動指標】 保健だよりによる啓発、年間１０回以上 

（1）適宜校内、校外の巡

回を実施 

問題行動 １件 

 

（２）保健だより 

･年間１１回発行達成 

 

 

 

 

◎ 



安心して学

習に取り組

むことがで

きるための

生活学習の

両面からの

支援、学力

の向上のた

めの取組 

 

（生徒指導） 

（保健指導） 

（学習指導） 

 

【成果指標】 生活アンケートにおいて、 「朝食をとる」５０％ 

以上 

 

（３）学習意欲の向上・授業を大切にする意識づけのための取    

  組 

【活動指標】 校務支援システムによる出欠管理と日常的な出  

        席 

促進指導 

【成果指標】 ①個人面談実施率９０％以上 

②年間授業出席率７０％以上 

 

（４） 基礎学力の向上・わかりやすい授業のための工夫 

【活動指標】 ①授業公開、授業改善日を設定し（年間5日）、 

②生徒からの授業評価を実施 

【成果指標】 生徒の授業内容の満足度評価「４」（４段階評価） 

７０％以上  

 

（５）授業規律の確立 

【活動指標】 ①非常勤講師も含め、出席・授業態度等の授業 

規律について教員間で意思統一を図り、全教員 

で一致して指導を行う 

②学びノートの活用と定着  

【成果指標】 単位修得率９０％以上 

 

・12月実施のアンケート

結果「朝食をとる」 

３４.３％ 

 

(３)個人面談長期欠席

者以外全員実施 

１００％ 

１２月終了時点授業 

出席率７６.７％ 

年間授業出席率 

７８．１％ 

 

(４)満足度評価「４」 

６３.９％ 

「３・４合計」 

８９.４％ 

 

 

(５)前期単位修得率 

８５.３％ 

 

年間単位修得率 

８２．６％ 

 

 

 

※ 

② 自他尊 

重する人権

意識と自己

有用感を高

め、人間関

係形成能

力の育成 

 

（人権教育） 

（生徒指導） 

(１) 自他を尊重する人権意識や自己有用感に裏付けられた自

尊感情の涵養 

【活動指標】 面談による個人相談を年５回実施 

【成果指標】 いじめ発生件数０件 

 

（２）命を大切にする教育の充実 

【活動指標】 アンガ-マネージメントやセルフコントロール 

トレーニング・人権を大切にすることをテーマに 

した講演会やワークショップを前期、後期各1回 

以上実施する。 

【成果指標】 生徒アンケート安心・安全満足度８５％以上 

 

（３） 人間関係形成能力の育成 

【活動指標】 なかまづくりを目的とした学校行事を年４回実施 

【成果指標】 アンケート調査における満足度８０％以上 

（1）５・７月に個人面談、

９・１０月に三者面談を実

施。 

いじめの発生件数 

３件 

(2)後期「総合的な探究

の時間」性教育講座１回

実施（命の大切さにつ

いて） 

 

 

（3）在籍生徒の増加に

より、体育祭・文化祭の

行事計画に見直しが

必要となっている。生

徒会役員が積極的に

取り組んでいることか

ら参加生徒も増えてい

る。 

 

③ 進路保 

障の充実 

 
（進路指導） 

（１） 個々の生徒のニーズに応じた求人開拓 

【活動指標】 企業訪問および企業説明会での対応企業 

数８０社 

【成果指標】 ①学校斡旋による就職希望者全員の正規採用 

          の実現 

②卒業予定者の就職希望の求人充足 

 

1)対応企業７５社、 

学校斡旋による内定者

１２名。年々、学校斡旋

による就職希望者が増

加している。 

 

 

 

 

 

 

 



（２）学校斡旋就職者の定着 

【活動指標】 追跡調査を定期的に実施し、早期離職者などを 

把握 

 

（３）「総合的な探究の時間」での実施を主とした進路指導のプ

ログラム化とリアルな職業観・勤労観を育成するキャリア教

育（社会人基礎講座）を計画的に実施する。 

【活動指標】 キャリア教育・社会人基礎知識の指導講座、体験 

         型学習等を年間５回以上実施 

【成果指標】 振り返り（アンケート）を行ない、生徒の意思を汲 

み取る。 

 

（４）進学希望者の進路実現ための取組 

【活動指標】 進学希望者の進路実現のための受験科目の教

科による個別指導の実施 

【成果指標】 進学希望者の合格率１００％ 

(2)追跡調査の結果 

１００％定着（Ｒ６年 

度内定者） 

 

(３)進路指導関連の総

合学習指導を３回実施

した。 

 

 

 

 

 

(４)進学は、四年制大学

２校、短期大学１校、 

専門学校４校合格。 

 

④ 特別支 

援体制の充

実、個に応じ

た生徒指導

を推 

進するため

に外部との

連携や効果

的な支援体

制の構築 

（特別支援教

育） 
（生徒指導） 

（１） 学校の構造化を推進し、教育環境を整えながら合理的配

慮の提供方法を検討する。 

【活動指標】 授業担当者会議、ケース会議の開催 

【成果指標】 支援を要する生徒の「個別の教育指導計画」 

１００％作成 

 

（２）関係機関と連携した生徒指導の充実 

【活動指標】 ＳＳＷや関係機関との連携による個々の生徒に 

        応じた適切な生徒指導、支援を行う。 

【成果指標】 生徒指導、支援を必要とされる生徒の減少 

 

（１）100％作成見込み 

 
 

 

 

（2）関係機関、SSW・SC

との連携、特別支援コ

ーディネーター、養護

教諭との情報共有を

密に実施。生徒に応じ

た対応をしている。 

◎ 

⑤ 地域に 

貢献できる

人材を育成

するため

に、外部教

育力の導入

及び生徒に

よる地域交

流 

（地域連携） 

地域人材を活用した講演会やワークショップの実施 

【活動指標】 講演会等の月間1回以上の実施 

【成果指標】 振り返り（アンケート）を行ない、生徒の意思を汲  

        み取る。 

 

（２）地域奉仕活動 

【活動指標】 地域清掃奉仕活動を年間1回実施 

【成果指標】 在学生徒の８０％以上が参加 

 

（１） 総合的な探究の 

時間等で地域人材を活

用した講演会等を行っ

た。 

 

（２） ６月に地域清掃 

活動を実施。 

参加率７４．２％ 

 

 

 

◎ 

改善課題 

・生徒の中には不登校経験者も多く、自ら自分の将来に対する明確なビジョンを持てないことが多い。 

そのため早い段階から授業や進路学習等で就職・進学に向け意識付けを行っている。７月に実施した 

企業・大学見学会には新１年の生徒と２年が参加した。今後もアルバイトの斡旋等、生徒が自分自身 

の適性を把握出来るような経験や学習活動を積極的に提供していくことが重要になる。 

・一人一台の学習端末やＩＣＴ機器等の学習環境の整備が進み、ユニバーサルデザインを意識した学習指

導について、個々の教員が工夫して取り組むようになった。これからは主体的な学びの推進に向けて、

生徒の興味関心・意欲を引き出す授業づくりとともに、習得した知識を活用して「何ができるようにな

るか」まで発展させることを意識した学習活動に転換していくことが求められる。 

・ソーシャルスキルや社会適応力の育成については、特定の学習活動に限らず、学校の教育活動全体を通



して取り組む必要がある。また、個に応じた支援やきめ細かい指導の取組が充実しているので、引き続き

外部機関および外部人材との連携も含めた対応を推進していく必要がある。 

・授業規律や学習活動への取り組み等、生徒が自らの行動を主体的に律することができるよう、生徒の行 

動変容を促す指導を一層充実していくとともに、生徒が育つ学習集団の育成を目指していきたい。 

・人権学習について、多様な生徒が在籍しているため、個々の生徒の背景を踏まえて人権学習をする必要 

がある。卒業までに取り上げる機会がないまま人権学習を終えてしまっている人権問題がある。 

 

（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

① 教職員生 

徒、保護者にと

って安心安全

な教育環境の

整備・適切な情

報管理 

生徒・保護者の

ニーズの把握 

生徒・保護者・

地域への情報

提供 

 

（情報管理） 

（服務遵守） 

 

 

 

（１）生徒・保護者のニーズの把握 

【活動指標】 生徒・保護者アンケートの実施 年間1回 

【成果指標】 アンケート結果から生徒・保護者の意思を汲み 

取る。 

 

（２）生徒・保護者・地域への携帯メール、学校HPでの情報提

供 

【活動指標】 年間１５回以上実施 

【成果指標】 携帯メール、学校HPの利用率８０％以上 

 

（３）学校情報や個人情報の適切な管理・服務遵守のための

取組 

【活動指標】 ①情報管理状況点検 年間1回実施 

②コンプライアンス研修 年間1回実施 

【成果指標】 点検結果等 

 

（４）安全点検の実施 

【活動指標】 ①年間６回以上の実施。 

②外部団体等との連携による安全確認の実施 

【成果指標】 点検結果等 

(１) 生徒・保護者ア 

ンケートは教務部が実

施しているものを活用し

た。 

 

(２)・マチコミメールやHP

等による生徒・保護者

連絡１５回実施 

(１月末) 

 

(３)・個人情報管理調査４

月実施 

・コンプライアンス 

研修９月実施 

 

(４) ５月・７月・９月・ 

１０月・１２月・２月に安

全点検実施 

 
 

 

 

 

 

 

※ 

② ＪＳＬカリ 

キュラムや特

別支援教育

等に関する

研修等の推

進、資質向上 

 

（研修推進） 

（１）教職員研修の充実 

【活動指標】 「授業力向上のための研修」、「外国人生徒や特

別な支援の必要な生徒を指導する力を向上さ

せるための研修」、「命を大切にする教育を推進

するためにアンガ-マネージメントやセルフコン

トロールトレーニング等に関する研修」等年間３

回以上実施 

【成果指標】 職員アンケート研修満足度８５％以上 

（１）授業担当者会議、教

職員人権研修会、コン

プライアンス研修、ＩＣＴ

研修等を実施。 

・研修満足度 ９０％ 

 

 ◎ 

③ 生徒の学 

習意欲や学力の

向上のための、

相互参観や研修

等教員の授業力

向上の推進（授業

改善） 

（１）授業改善・教科指導力の向上のための取組 

【活動指標】 教員の相互参観による「授業見学シート」を活用

した相互研修及びアクティブ・ラーニング等授

業研修の実施 

【成果指標】 職員アンケート研修満足度８５％以上 

 

 

(１) ５月と１１月に「授業

公開」の期間を設定し、

教員同士が相互研鑽で

きる機会をつくってい

る。 

 ◎ 



④ 総勤務時 

間の縮減や執

務環境整備 

 

 

（職員健康管理） 

（職場環境改

善） 

(1)総勤務時間の縮減と環境整備、安心、安全な職場環境づ

くり 

【活動指標】 ①定時退校日年間１３日の達成率９０％以上 

②１時間以内に終了した会議の割合９０％ 

以上 

【成果指標】 総勤務時間の縮減の推進 

① １人当たりの月平均時間外労働３時間

以下  

② 年間３６０時間を超える時間外労働者 

数 ０人 

③ 月４５時間を超える時間外労働者の延

べ人数 ０人 

④ １人当たりの年間休暇取得日数 ２０日

以上 

⑤ 学校閉校日の設定（8月・12月・1月） 

年４日 

 

(2)執務環境緒整備と安全、安心な職場環境づくり 

【活動指標】 パワーハラスメントをはじめとする様々なハラス 

メントに対する指針の策定及び未然防止対策 

・１００％（１３日） 

・１００％（２７回） 

 

・３．４時間 

 

・０人 

 

・１人 

 

・１５．8日 

 

・年４日実施 

 

 ※ 

改善課題 

・年度当初には入学生の生徒たちの状況の共有、７月に教科担当者会議を開催し、生徒一人ひとりについ

て非常勤講師を含めた職員全員による情報交換を実施し、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授

業実践について共通理解を深めている。個々の生徒のニーズに応えるだけの専門的指導力をすべての教

員が身に付けていく必要がある。 

・ＳＮＳ等のネット上の大きな対人トラブルは発生していないが、社会で多く発生しているスマホトラブ   

 ルへの注意喚起を引き続き行う必要がある。また、いじめ問題については学習端末等を活用していつで 

 も学校にいじめを伝えられるgoogleフォームを開設して、生徒・保護者に周知した。深刻ないじめ問  

 題は確認されていないが、引き続き注意深く見守っていく必要がある。 

・学校行事は体育祭、文化祭、生活体験交流会、県生徒交流スポーツ大会、百人一首大会、遠足、修学旅行

等、多くの生徒が参加し、満足度も高いと感じている。しかし、年々生徒数の増加に伴い、例年通りの実

施内容での開催は難しく、どの行事もひと工夫が必要になっている。今年度の修学旅行は大阪方面を実

施した。希望者の参加となっているが、参加人数も多く充実した旅行となりよかった。今後も生徒会が企

画する生徒主体の行事を検討していく。来年度はNPO法人の支援を得て、「校内カフェ」を検討している

ところである。学校が生徒たちの心地よい居場所となるよう内容等も考えていく予定である。 

・時間外勤務が少ない一方で、業務の多寡の偏りについて不公平感も見られ、多忙感の解消が必要であ 

る。業務の精選として、年間行事計画を毎年見直している。これまで実施してきた中学校教員向け説明会

について、昨今地域ごとで開催される説明会に中学校から参加していただく機会が増えているため、校

内で実施することを取りやめた。 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

・飯野高校は優秀な人材を社会に送り出す重要な役割を担っている。そのため生徒

が安心して社会に出られるような環境整備が必要になる。時間はかかるかもしれな

いが地元企業とも連携して、地域社会に根差した教育を推進していく必要がある。 

・定時制は全日制に比べると教員数が少ないので、鈴鹿市内の経験豊かなシニア等

の外部人材を活用できるようなプログラムづくりも必要になるのではないか。多様

な人材の活用により、更なる教育の充実を目指してもらいたい。 

・飯野高校は、様々な背景や事情を持った生徒を幅広く受け入れている。具体的に

は、不登校や外国につながる生徒たち。ただ受け皿になるのではなく、本校の目

指す学校の姿、魅力を発信しながら中学生たちへ伝わるようにしてほしい。  



７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

①できることなら全日制と定時制が学校行事などをとおして一緒に参加できるよう

な取り組みにしてもよいのではないだろうかという提案をいただいた。可能な限

り検討していきたい。 

②生活習慣アンケートから、スマホ依存の生徒が多くいることがわかってきた。日

常の教育活動だけでなく、学校生活全般をとおして規範意識やソーシャルスキル

モラルなど、社会適応力の育成に努めるようなあらたな取り組みが必要である。 

③学習端末等を効果的に活用した分かりやすい授業の実現ときめ細かい指導によっ

て、生徒一人ひとりの学習意欲を向上させ、退学率の減少に取り組む。 

④学校斡旋で就職を希望する生徒が増加している。多様な生徒が自らの将来を見すえ

た進路選択ができるように、卒業生や地域の人材等の外部教育力を取り入れたキャ

リア教育を今後も推進する。 

学校運営について

の改善策 

①飯野高校定時制の生徒が学校生活を通して感じた思いや経験を地域社会や中学生

に向けて積極的に発信できる機会を設けていく。 

②授業力および専門的指導力の向上、人権教育、ＩＣＴ活用指導力等、教員のスキ

ルアップのための校内研修や職場のＯＪＴのさらなる充実に取り組む。 

③生徒の学校生活における満足度について、授業アンケート等の実施だけでなく、個

人面談や教育相談等、日々の学校生活における教員との関わりを通して生徒一人 

ひとりの理解と把握に努める。 

 


